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成果公開有償利用

タンパク質間相互作用を阻害する分子の標的タンパク質結合反応の解明

BIACORE　分子間相互作用解析装置

プレートリーダー　ARVO X

疾患に関わるタンパク質間相互作用を阻害しうる化合物の創出を目指して研究を進めている。まず、大量の化合物ライブラリから阻害

剤候補となる化合物を理論的に選択した後、プレートリーダーを用いてそれらの化合物のスクリーニング実験を行った。次に、得られた

候補化合物とその周辺化合物について、BIACOREを用いて標的タンパク質との相互作用解析を行った。その結果、標的タンパク質に結

合するヒット化合物が得られた。このヒット化合物について競合阻害実験を行い、阻害活性を評価した。

令和　　4年　　4月　　1日　〜　令和　　5年　　3月　　31日
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疾患に関わる標的タンパク質に結合して阻害活性を持つヒット化合物を得ることができたため、得られた阻害剤は疾患の治療薬の有望

なシーズとなりうる。今後、治療薬へと展開することができれば社会に還元できると期待される。
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